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急性心筋梗塞患者におけるACE阻害剤もしくはアンギオテンシンⅡ受容体阻害剤の投与割合

データ参照期間：2010年4月～2011年3月退院分。

期間症例数10例未満の病院を除外
※病院記号は表にてご確認ください。

期間 ： 2010年4月～2011年3月
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急性心筋梗塞患者におけるACE阻害剤もしくはアンギオテンシンⅡ受容体阻害剤の投与割合

データ参照期間：2011年4月～2012年3月退院分。

期間症例数10例未満の病院を除外
※病院記号は表にてご確認ください。

期間 ： 2011年4月～2012年3月
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急性心筋梗塞患者におけるACE阻害剤もしくはアンギオテンシンⅡ受容体阻害剤の投与割合

データ参照期間：2012年4月～2013年3月退院分。

期間症例数10例未満の病院を除外
※病院記号は表にてご確認ください。

期間 ： 2012年4月～2013年3月
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急性心筋梗塞患者におけるACE阻害剤もしくはアンギオテンシンⅡ受容体阻害剤の投与割合

データ参照期間：2013年4月～2014年3月退院分。

期間症例数10例未満の病院を除外
※病院記号は表にてご確認ください。

期間 ： 2013年4月～2014年3月


